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三畳紀美祢層群産火成岩・変成岩礫のK－Ar年代と

その地質学的意義

村上允英＊・今岡照喜＊＊

KAr　ages　of　some　igneous　and　metamorphic　pebbles　from

Triassic　Mne　Group，　West　Chugoku，　Southwest　Japan，

　　　　　　　　　and　their　geologic　meaning

Nobuhide　MuRAKAMI＊and　Teruyoshi　IMAoKA＊＊

Abstract　K－Ar　ages　of　two　pebbles　of　volcanic　rocks　and　four　of　metamorphic　rocks（three　homfelses

and　one　crystalline　schist）in　the　conglomerates　from　Triassic　Mine　Group，　were　detemlined．　They

show　125－212　Ma　in　the　metamorphic　rocks，　while　93・101　Ma　in　the　volcanic　ones．　Taking　into

consideration　for　the　alteration　and　weathering　observed，200　and　212　Ma　is　thought　to　be　the　most

reliable　ages．　Some　of　the　pelitlc　homfels　pebbles　contain　porphyroblastic　andalusite　and　cordierite

crystals　indicating　the　formation　at　relatively　low　pressure　and　low　to　medium　temperature．　Consti－

tuent　minerals　of　the　crystalline　schist　investigated　also　have　a　feature　suggesting　that　they　were　subjected

to　low－grade　metamorphism．　These　data　lead　to　the　conception　of　the　intimate　genetical　relation　of

the　homfelses　with　the　hypabyssal　or　shallow　type　of　plutonic　rocks，　although　the　hypabyssal　pebbles

occur　only　in　small　amount　in　the　Mine　Group．　Granite　and　gneiss　pebbles　are　also　accompanied，

though　not　so　plentiful．　They　are　possibly　unrelated　to　the　thermal　metamorphism　of　the　homfelses

and　older　than　the　volcanic　rocks，　because　they　show　the　comparatively　deep　facies　and　are　character－

ized　by　the　marked　cataclastic　texture　lacking　in　the　homfelses　as　we11　as　volcan量c　pebbles．

　　　　　　　　1．はじめに
　中国西部の上部三畳紀層（美祢層群・埴生層群）

及び上部古生層（太田層群・常森層群・飯ヶ岳層・荒

谷層）の礫岩中には，豊富に火成岩及び変成岩礫を産

する．村上・今岡（1980）はこれらの礫の岩石学的性

質が上部古生層と上部三畳紀層との問において大き

い差のあること及び一部の同位体年代値から，二畳

紀後・後期三畳紀前に後背地において火成作用・変

成作用が行われた可能性を指摘した．この火成・変

成作用は，花嵩岩及び片麻岩礫の性質から，一応飛

騨帯における船津期火成・変成作用に対比された．

しかし，礫中には火山岩，半深成岩，ホルンフェル

ス，結晶片岩など．現在の飛騨変成帯にはごく少い
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かあるいは全く分布しない岩石の礫も多く伴なわれ

ている．これらのうち火山岩礫の岩石記載について

は既にその検討結果を発表（村上・今岡，1980）し，

その大部分がアルカリ岩質のものであることを明ら

かにした．しかしその年代値に関しては未検討のま

ま残されていた．この論文では未公表のまま残され

ていたホルンフェルス及び結晶片岩礫の岩石記載と，

最近行なわれたこれらの岩石の年代値のデータから，

美祢層群堆積時における後背地の地質関係の推定を

行うことにする．

　　　II．美祢層群産火成岩・変成岩礫の記載

　美祢層群上位の桃ノ木層中には多くの層準に顕著

な礫岩層が挾まっている（長谷，1950・1951；徳山，

1958）．礫はいずれも円礫～亜角礫で結晶片岩礫や片

麻岩礫には片理面・縞状構造の面に平行な扁平な形

を呈するものもある．大きさは径数㎜から5cm大に

わたり，さらに径20cm大のものも時に伴なわれる．

礫種は堆積岩から，火山岩，深成岩，結晶片岩と多
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Fig．1．　Component　rock　types　of　pebbles　in

　the　conglomerates　of　Triassic　Mine　Group．

　Sed．：Sedimentary　rock．　Vol．：Volcanic　rock．

　Gr．：Granite．　Gn．：Gneiss．　Hyp．：Hypabys－

　sal　rock．　Sch．：Crystalline　schist．

様であるが，Fig．1＊に示すとおり，もっとも多いの

は堆積岩の43．0％で，火山岩40．2％，花南岩・片麻

岩8．2％，半深成岩6．7％，結晶片岩1．9％の順に並

べられる．以下各タイプの岩石の性状を簡単に記載

する．

　1．堆積岩類
　Fig．2のとおり，堆積岩中もっとも多いのは珪岩で

49．6％を占める．大部分灰～灰白色塊状の岩石で，

少量の層状珪岩礫を伴なう．Schwagerinid，　Bry－

・ozoaなど上部古生代を示す微化石を含むことがあ

る（村上・今岡，1980）．これに次いで多いのは砂岩

　（26．5％）で，この中には凝灰質組織を示すものが

多い．鏡下では斜長石（An　25－50），石英，有色鉱

物（全て緑泥石化），少量のアルカリ長石などよりな

り，安山岩質～デイサイト質組成を示す．結晶片には

新鮮なものが多く，破砕をうけたり，波動消光の著

しいものは少い．円磨化のあまり進んでいないもの

が多い．このような点からみてこの凝灰質砂岩は二

次的なもの（古い凝灰岩の風化再堆積物）ではなく，

大部分砂岩堆積当時の火山噴出物により構成されて

いると考えられる．上部古生層中の礫岩からはこれ

に類似の礫はまだ知られていない．頁岩は砂岩より

ホ村上（1980）中のデータをその後の資料を加えて改訂し
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Fig．2．　Component　rock　types　of　sedimentary

　pebbles　in　Triassic　Mine　Group．

　Ss．：Sandstone．　Sh．：Shale．　Qt．：Quartzite．

　OQt．：Orthoquartzite．

やや存在量が少く，22．5％である．黒色～黒灰色で，

その大部分はホルンフェルス化している．やや砂質

のものもある．明瞭にオーソコーツァイトとよべる

礫iは1．3％で非常に少い．礫の大きさも径く5cmの

もののみである．ダストリングの比較的明瞭のものも

ある．堆積岩類は一般に熱変成をうけているものが多

く，鏡下で再結晶によるグラノブラスティック組織

が観察されるが，もっともホルンフェルス化の進ん

でいるのは頁岩である．珪岩礫の多いことから判断

して，頁岩ではホルンフェルス化の著しいもの以外

は風化作用のため礫として残り難かったことを示し

ていると考えられる．熱変成をうけた頁岩は，ほぼ

原岩の堆積構造を残したまま再結晶し，鏡下では

プール状，時に細脈状に石英・斜長石・黒雲母など

のグラノブラスティック集合体が生じている．

　熱変成鉱物のうちでもっとも特徴のあるのは紅柱

石及び董青石で，頁岩質ホルンフェルスのうち約

30％に認められる．Table　1に含紅柱石ホルンフェ

ルス及び含董青石・紅柱石ホルンフェルス3個の化

学分析値を示す．いずれも小野（1976），原村

（1962），都城・原村（1962），稲積（1975）などに

より示された本邦古生層中の泥質岩に比べ，著しく

Al203に富みSiO2に乏しい．むしろIwAo（1978）

のあげている高アルミナ変成岩の組成に類似してい

る．このことは問題のホルンフェルスが一般の古生
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Table　1．　Chemical　composition　of　hornfelses　and

　crystalline　schist．

No．　MK－057　MK－135MK－143MK－224
Sio2

Tio2

Al203

Fe　203

FeO
MnO
MgO
CaO
Na20
K20
P205
H20（＋）

H20（一）

57．91

1．53

22．84

3．02

085
Q．01

1．14

0．36

1．35

3．01

0．03

5．91

1．72

57．65

1．50

18．71

3．09

3．94

0．15

2．46

1．22

1。46

1．69

0．06

6．30

L25

54．21

1．73

29．22

1．82

2．58

0．08

0．85

1．41

2，14

1．99

0．07

2．72

0．69

76．66

0．15

13．53

0．67

0．20

0，06

0．18

1．10

3．79

2．59

0．07

0．65

0．04

T． 99．68　　99．48　　99．51　　99．69

MK・057　and　MK・143：Andalusite－bearing　pelitic

hornfels．　MK－135：Andalusite－and　cordierite－

bearlng　pelitic　holnfels．　MK－224：Garnet・mus－

covite－quartz　schist．

　　　　　Analyst：N．Murakami

Table　2．　Chemical　composition　and　atomic

　ratio　of　andalusites　and　cordierite．

No．　MK－135A　MK－143AMK－135C
Sio2　　　36．37

Tio2　　　0．00

Al203　63．15

FeO＊　　　0．55

MnO　　　O．00

MgO　　　O．02

CaO　　　O．01

Na20　　0．00

K20　　　0．00

3588　　　　　47．69

0．01　　　α03

63．65　　　　31．06

0．40　　　　　13．89

0．04　　　　　0．54

0．04　　　　　3．16

0．02　　　　　0．17

0．00　　　　　0．14

0．04　　　　　0．02

T．　　100．10　　100．05　　96。70

Si

Al
Ti

Fe＋2

Mn
Mg
Ca

Na
K
O

1．967

4．026

0．000

0．025

0．000

0．002

0．001

0．000

0．000

10．000

1．942

4，060

0．000

0．018

0．002

0．003

0．001

0．000

0．003

10．000

5．126

3．935

0．002

1．249

0．049

0．506

0．020

0．029

α003

18．000

層の泥質岩とは異なった堆積源のものか，あるいは

特異な変成条件下の生成であることを示している．

筆者らは再結晶度のあまり高くないことから，後者

の可能性は少いと考えているが，問題の解明は今後

に残されている．

　紅柱石は長軸が0．1～1．5㎜の大きさで，これより

大きいものは知られていない．ほとんどすべての結

晶の中心部に規則的な形をした炭質物が含まれてお

り，いわゆる空晶石に属する（図版参照）．ピニ雲母

化はほとんど行われでいない．Table　2には代表的

岩石2個中の紅柱石のEPMA分析値を示す．少量

のFe（恐らくFe＋3）が6配位のAlを置換している

以外には組成の特異性は認められない．

　董青石を含む岩石は紅柱石を含む岩石に比べ産出

が少い．董青石は一般に径0．3～1．0㎜大の斑状変晶

として産し，輪郭の不規則のものが多い．黒雲母，

石英，炭質物など微細な包有物が多く，これらの包

有物は多少累帯状配列を示すことがある．Table　2

に董青石のEPMA化学分析値を示す．この分析値

はFe／（Fe＋Mg）比が0．71＊と著しく高いことを示

‡Table　2に示すようにAl値がほぼ4．0に近いので，　Fe

　のほとんどはFe＋2に属すると考えられる．

　＊Total　Fe　as　FeO

MK－135A　and　MK・143A：Andalusite．　MK－

135C：Cordierite．　Numbers　correspond　to

those　in　Table　1．

　　　　　　　　Analyst：T．Imaoka

している．SEKI（1957）による類似の組成の董青石

産出の報告はあるが，MIYASHIRO（1973）によれば

通常の変成岩ではこの比は0．6以下とされている．

加納（1979）による阿武隈の変成岩産董青石の化学

組成はそのよい例である．一般に董青石ではFe／

（Fe＋Mg）比が高くなれば，その安定領域は低圧・低

温側に大きく移動する（例えばCURRIE　1971）．岩石

のFeO／（FeO＋MgO）比はそれほど高くないので問

題のFeに富んだ董青石の成因には，このような生成

条件が関連していると考えられる．なお，董青石の

分析値の合計が96．7％にしかならないのは恐らく

H20含有のためであろう．

　2．火山岩類

　村上・今岡（1980）により，既に詳しい報告が行

われた．美祢層群産火山岩礫はアルカリ岩系列のも

のと石灰一アルカリ岩系列のものとに区分され，前

者の方が多い．アルカリ岩系列の火山岩礫は粗面安
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山岩，粗面岩，コメンダイトよりなり，コメンダイ

トの産出量がもっとも多い．岩質は凝灰岩質～凝灰

角礫岩質のものが多いが，溶岩と思われるものも認

められる．石灰一アルカリ岩系に属するものはデイ

サイト質～流紋岩質で，凝灰岩質のものと溶岩質の

ものとを混える．火山岩礫はいずれも変質作用をう

け，斜長石の曹長石化が普遍的に認められる．有色

鉱物の残存しているものは全く存在しない．熱変成

に関係すると思われる弱い再結晶作用をうけている

ものがある．しかし，後述の花崩岩類に認められる

ような著しい破砕組織は知られていない．

Table　3。　Chemical　composition　and　atomic

　ratio　of　garnets　in　quartz　schist（MK－224），

No． 1 2 3 4

SiO2　　　36．83　　37，31　　36，77

TiO2　　　0．05　　　0．02　　　0．02

Al203　　・20．38　　　20．51　　　20．26

Fe203　　0．47　　　0．61　　　0．55

FeO　　　27．06　　27．34　　26，79

MnO　　14，62　14．61　14．18

MgO　　O．40　　0．40　　0．40

CaO　　　　　1．00　　　　1．03　　　　1．00

Cr203　0．00　0，00　0，00

36．90

0．02

20．15

0．65

27．21

14．40

0．40

1．03

0．00

　3．花嵩岩・片麻岩類

　村上ほか（1977）により細かく検討された．花嵐

岩は一般に優白質のものが多く，中～細粒である．

黒雲母のほか，白雲母，ざくろ石を含むものもある．

特徴として，（1）一般に著しい圧砕作用をうけている

こと，（2）アダメロ岩質でK、0／Na、0比が広島花嵩岩

類と大差がないこと，（3）含有カリ長石には微斜長石

質の部分が多く，しかも三斜度の比較的高いものが

多いこと，などが挙げられる．片麻岩は片麻状構造

の発達している点を除けば構成鉱物も破砕組織も花

嵩岩に類似しており，両者は成因的に密接な関連が

あったと推定される．含有黒雲母・白雲母について

170・206MaのK－Ar年代値が測定された（村上ほ
カ〉，　1977）．

　T．

Si

Ti

Al

Cr

Fe

Fe

Mn
Mg
Ca

100．79　　　101．83　　　　99．97　　　　100．76

　6．015　　　6．028　　　6．040　　　　6．030

　0．006　　　0．003　　　　0，003　　　　　0．002

　3．922　　　3．906　　　3．923　　　　3．882

　0．000　　0．000　　0．000　　　0．000

　0．057　　　0．074　　　　0．067　　　　0．080

　3．695　　　3．694　　　　3．680　　　　　3．720

　2．023　　　　2．000　　　　1．973　　　　　1994

　0．098　　　0．097　　　0．098　　　　0．098

　0．175　　　　0．178　　　　0．177　　　　　0．180

Alm　　61．7　　61．9

Pyr　　　　1．6　　　1．6

Spe　　　　33．8　　　33．5

62．1

1．7

33．3

62．1

1．6

33。3

　4．半深成岩類

　石英斑岩，文象斑岩，花商斑岩，斜長斑岩など

よりなり，有色鉱物の少い優白質のものが大部分で

ある．斜長斑岩はカリ長石をほとんど欠くが，逆に

石英斑岩には斜長石斑晶をほとんど欠くものがある．

花商岩・片麻岩類に知られているような顕著な破砕

組織は認められない．

　5．結晶片岩

　美祢層群中に結晶片岩礫の産出をはじめて報じた

のは徳山（1958）で，砂岩中の岩片としても含まれ

ることを記載している．結晶片岩礫は僅か1．9％の

量比で，しかも細礫がほとんどで，径5cmを越える

ものは知られていない．採集した結晶片岩礫はすべ

て片理の明瞭な石英片岩で，片理面に平行の扁平形

のものが大部分である．花崩岩と同様に著しい破砕

組織を示すものが存在する．鏡下では石英片岩は比

較的粗粒で，径0．03～0．1㎜大の結晶のグラノブラ

スティック集合体よりなる．構成鉱物は大部分石英

Atomic　ratios　calculated　on　the
　basis　of　O＝24．000

　　　　　　　　　Analyst：T．　Imaoka

Table　4。　Chemical　composition　and　atomic

　ratio　of　muscovite　in　quartz　schist（MK・224）．

Sio2　　　48．85

Tio2　　　0．35

Al203　33．50

FeO＊　　　2．83

MnO　　　O．07

MgO　　　O．82

CaO　　　O．04

Na　20　　0．44

K20　　　9．56

　T．　　96．46

Si　　6．410

AIIv　1．590

AIVI　　3．591

Ti　　o．034

Fe　　O．310

Mn　　O．008

Mg　　O．161

Ca　　O．006

Na　　O．111

K　　　1．599

＊Total　Fe　as　FeO

Atomic　ratios　calculated　on　the
　basis　of　O＝22．000

　　　　Analyst：T．Imaoka
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であるが，そのほか，少量の黒雲母，白雲母，ざく

ろ石を含むことがある．年代測定に用いた石英片岩

の全岩分析値をTable　1，含有するざくろ石の化学

組成（EPMA分析値）をTable　3，白雲母の化学組

成（EPMA分析値）をTable　4にそれぞれ示す．ざ

くろ石は小さい自形晶で，表に示されるとおり，著

しくspessartine分に富んだ組成を有する．　pyrope

分，ugrandite分にきわめて乏しいことから緑色片

岩相かこれに近い変成相の結晶片岩，あるいは比較

Spe

掩

！Ep．－amPh＼、

！＆aJnph．　f．

Fig．3．　Spe・Pyr・Alm　triangular　diagram　for

　the　garnet　in　quartz　schist（MK・224）．

　Diagram　after　Miyashiro（1953）．
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35
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呪

餐

’

吃

畠

キ

詫。i。・d　f。，　g・auc。phane．

　　　schist　facies

22 26

Al　203

30

Field　for　staurolite　and

　Sillimanite　ZOneS

Wし．竃

34 38

Fig．5．　Relation　between（FeO十Fe203）and

　Al2030f　muscovite　in　quartz　schist（MK－

　224）．Diagram　after　Miyashiro（1973）．

　　　的低変成度の接触変成岩中のざくろ石に比較される

　　　（Fig．3，4）．白雲母は火成岩中のものに比べFe・Mg

Alm　　に富み，　Fe十Mg＝0．47の値を示す．これはphen－

　　　gite分に富み，比較的低変成度の生成であることを

　　　物語っている．Fig．5はMIYAsHIRo（1973）による

　　　変成岩中の白雲母の組成と変成度との関係を示す図

　　　で，図上で美祢層群産結晶片岩礫中の白雲母＊はchlo－

　　　rite，　biotite　and　almandine　zoneとstaurolite　and

　　　sillimanite　zoneとの境界部に近い組成を示す．

40

Fig．4．　Relation　between（FeO十Fe203）and

　（FeO十MgO）of　the　garnet　in　quartz　schist

　（MK・224）．　Diagram　after　Nandi（1967）．

　　　　　　　　III．　K－Ar年代値

　上記の岩石中ホルンフェルス3個，石英片岩1個，

火山岩（コメンダイト）2個について全岩KAr年代

値が測定された．測定は，U。　S．　A．のTeledyne　Iso－

topes社で，結果はTable　5に示されている．この表

に示すとおり，頁岩質ホルンフェルスは125・200・

212Maの値で，このうちMK－135とMK－143は
著しく新鮮で，MK－057はやや風化していること

から考え，200・212Maは比較的信頼度の高い値と

考えられる．一方，石英片岩礫は158Maで，ホル

ンフェルス礫に比べ値が低い．火山岩礫は92．8・

＊Table　4に示す分析値のほか，部分分析値（未記載）2

　箇のデータをも併せ示す．
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Table　5．　K・Ar　dating　data　of　hornfelses，　crystalline　schist

and　volcanic　rocks。　MK－011　and　MK・016：Volcanic　rock．

Other　numbers　correspond　to　those　in　Table　1．

No．
　　　　　　40Rad
％K　　　％Ar

　　、。R、d　．，1・・t・pes
sccAr　　　　　　　　　　Age（Ma）　　　　／qmxlO

　　　　　　2．35
MK－057　　　　　　2．36

　　　　　　0．72
MKr135
　　　　　　0．73

　　　　　0．62
MK－143
　　　　　　0．62

　　　　　　2．85
MK－224
　　　　　　2．88

87．7

85．6

10．5

10．3

85，1

89．9

92．2

90．2

1．18

1．19

0．627

α641

0．497

α521

1．83

1．86

125士6

212±11

200士10

158士8

MK－011
3．91

3．94

　　　　　　4．69
MK旨Ol6
　　　　　　4．69

81．2

81．0

87．1

90．2

1，35

1．55

1．82

1．96

92．8±6．5

100．8士5．0

λ。＝0．581×10－10Yr－1，　K　40＝1，167×1『4atom　per　atom

　　　　　　　　　　　　of　natural　potassium
λβ＝4．962×10－10yr－1

100．8と変成岩礫に比べ低い値のもののみであるが，

これらの礫がいずれもかなりの程度の変質作用をう

けていることから考えて，この年代値は変質作用の

行われた年代を示す可能性が大きい．

　　　　　　　　IV．討論と結論

　上記のようにホルンフェルスのK－Ar年代値は

200＆212Maと125　Maの2つに区分される．しか

し，後者の年代値を示す岩石が前者の年代値を示す

岩石に比べ風化が進んでおり，前者の年代値を示す

岩石がきわめて新鮮であることから考えると，200＆

212Maの値はほぼホルンフェルス化の時期あるい

はそれに近い時期を示していると考えられる．村上

ほか（1977）は美祢層群産花嵩岩礫及び片麻岩礫中

の雲母について類似のK－Ar年代値を得ているが，

このことは200Ma頃＊に後背地において火成作

用・変成作用の行われた可能性を示しているように

思われる．TAKAGI（1979）は下関地域の幡生層及び

ホ最近の地質年代表によれば200Maはジュラ紀初期の
　年代で，礫が上部三畳系中に含まれる事実と矛盾する．

　測定値が変質作用などにより多少の若返りを示してい

　るのか，地質年代表に問題があるのか，今後の検討を

要する．

豊西層群中のオーソコーツァイト礫について類似の

K－Ar年代値を得ているが，これも上記の推定を支

持するデータと考える．なお，SHIBATA　and　TAKA－

GI（1981）は上記の幡生層産花崩岩質岩石について約

150Maの年代値を測定している．この岩石は記載

によれば美祢層群産花嵩岩質岩に類似しているので，

全岩試料による値であることを併せ考え，彼等の推

定しているように朝鮮半島の大宝花崩岩に対比され

るものではなく，美祢層群中の花崩岩質岩に比べら

れるもののように思われる．

　石英片岩は158Maの値を示したが，この岩石は

比較的新鮮であるので，このようにやや若い年代値

を示すのは恐らく多少の風化作用の影響によるもの

で，風化前の岩石には上述のホルンフェルスにおけ

る約200Maの年代値がほぼ適用されると考えても

よさそうである．この年代値が結晶片岩の広域変成

の年令を示すものか，熱変成あるいは破砕作用の年

令を示すものかは明らかでないが，筆者等は後者の

可能性が大きいと考えている．火山岩類は既述のよ

うに相当に変質レているので，Table　5の値から，

これらの岩石の生成時の年代を推定するのは無理で

ある．しかし筆者らは村上・今岡（1980）の論じて

いるように，これらの火山岩が後期三畳紀前・後期
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二畳紀後の生成と考えられるので，おそらく変質作

用前の年代値はほぼ200Maかそれに近い値のもの

であったと考えている．

　次にホルンフェルス及び結晶片岩の変成条件につ

いて考察しよう．筆者らはホルンフェルス類は相当

に浅所の小規模の形態の火成岩体による熱変成作用

により生じたものであろうと考えている．それは次

の理由による．

　（1）ホルンフェルス類の再結晶度はきわめて低く，

原岩の組織がよく留められている．

　（2）含有の紅柱石は一般に小さく，炭質部がよく

残されている．ピニ雲母化もほとんど行われていな

い．

　（3）含有する董青石はFe（Fe＋Mg）比が著しく

高く，低圧・低温の生成を示しているように思われ
る．

　石英片岩礫は含有のざくろ石からも，白雲母から

も，低変成度を示すデータが得られている．この変

成作用が（1）低温高圧型の広域変成を示すものか，

（2）低圧高温型広域変成の低変成部を示すものか，あ

るいは（3）単なる熱変成を示すものか明らかではない

が，岩石が片状構造を呈するにもかかわらず比較的

粗粒でグラノブラスティック組織を示すことから，

（2）の可能性が大きいと考えているが，（3）の可能性も

否定できない．

　それでは堆積岩類（ホルンフェルス），結晶片岩に

熱変成を与えた火成岩はどのようなタイプのもので

あろうか．美祢層群中の火成岩礫は花崩岩類と半深

成岩類との2タイプに区別される．しかし花崩岩類

は片麻岩を伴なう可能性の大きいこと，その等粒質

の組織カリ長石が微斜長石質であること，などか

らバソリス状産状の岩体を形成していたと考えられ，

更に花崩岩礫に普遍的な顕著な破砕組織がホルン

フェルスに認められないことなどから，ホルンフェ

ルス化を与えた火成岩とは考え難い．このような理

由からホルンフェルス化に関係した火成岩体が礫中

に存在するならばそれは花嵩斑岩，石英斑岩などの

半深成岩あるいはこれにつながる浅成の深成岩で

あったと推定される．しかし，石英片岩に恐らく熱

変成を与えたと思われる火成岩については，石英片

岩中に破砕組織を示すものの存在することから，花

崩岩類か，半深成岩類かの判定も困難である．

　さて，既述のように美祢層群産の礫には破砕作用

の顕著なものと，破砕作用のあまり認められないも

のとがある．花崩岩，片麻岩，結晶片岩類は前者に

属し，ホルンフェルス，半深成岩，火山岩等は後者

に属する．もしもこれらの岩石の礫が同一の後背地

から供給されたものだとすると，その地域において

片麻岩・結晶片岩類は花南岩類と密接に伴なって基

盤を形成し，これらと構造線あるいは不整合関係で

堆積岩（その多くは上部古生層と思われるが下部中

生層を伴なう可能性もある）が接し，これらを火山

岩類がおおい，更に以上の岩石を半深成岩（～深成

岩？）質貫入岩類＊が貫く地質のイメージが浮んでく

る．花陶岩類と堆積岩類とが構造線により接する場

合を仮定して美祢層群堆積時における後背地の模式

断面図を描くとFig．6のようになる．

　以前，村上ほか（1979）は美祢層群産花崩岩・片

麻岩礫の供給源を飛騨帯の深成・変成帯に求めた．

しかし，現在の飛騨帯には後期古生代後・後期三畳

Fig．6．　Schematic　profile　diagram　in　the　hinterland　from　which　the

　component　pebbles　in　the　Mine　Group　were　derived．

M：Crystalline　schist　and　gneiss　Gr：Granite．　P：Paleozoic　fo㎜a－

　tion．　V：Volcanic　rock．　D：Hyperbyssal　intrusiveS．

率美禰層群中にはホルンフェルス礫は比較的多いのに半

　深成岩～浅成深成岩礫はかなり少ない．筆者等はこれ

　らの貫入岩は風化作用などのため礫として残り難かっ

　たと考えているが，この問題に関しては今後更に検討
　を要する．
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紀前の火山岩類の分布は知られていない．従ってこ

の問題に関しては今後更にデータを集めて検討を続

ける必要がある．
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1：Andalusite－bearing　hornfels（MK－143）．

2；〃’（ノ（MK－057＞．

3：Cordierite－and　andalusite－bearing　hornfels（MK－135＞．

4：Garnet－muscovite－quartz　schist（MK－224）．
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